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現 場 説 明 補 足 事 項 

 

 

第１ 工 事 名  北本市文化センター電気室変圧器等改修工事 

 

  第２ 工事場所  北本市本町１丁目２番地１ 

   

第３ 現場状況 

  １ 用地関係   （■市有地 □借地） 

  ２ 接道状況  案内図参照 

 

第４ 工 期 

  契約日から令和９年３月１２日まで 

 

第５ 現場代理人の常駐義務の緩和について 

契約締結後、現場施工に着手するまでの期間、本市と常に携帯電話等により連絡体制が確保され、 

本市からの指示に対応できると認めた場合、常駐義務の緩和ができるものとする。 

※上記の期間は、現場代理人が工事現場に常駐することを必ずしも要しない期間であり、原則、他

の工事の現場代理人や監理技術者等として常駐や専任をして配置できる要件ではない。 

※現場代理人の他の工事との兼務については、「現場代理人の常駐義務の緩和に関する取扱要領」を 

参照すること。 

 

第６ 適応事項（■の項目は適用し、適切な対応をすること） 

    １ 建設リサイクル法関係 （□対象工事 ■対象外工事） 

特定建設資材の処理にあたっては、建設リサイクル法（以下「法」という。）に基づき適正な分別

解体・再資源化等の対応を行い、工事に伴う報告等についても法に規定される各種書類の提出を

行うこととする。また、法適用対象外であっても、それに準拠し、適切な処理を行うこと。 

    ２ 公共工事における環境配慮手順書等の遵守（■適応 □適応外） 

        環境に配慮した施工方法の実施、産業廃棄物の削減を進め、公共工事による環境への負荷を継続

的に低減する事を目的に環境配慮手順書を定めていることから、施工計画において、適正な配慮

をすること。また、グリーン購入法に基づいた資材等の調達にも配慮すること。 

 

第７ 施工条件等について 

・本契約については、ゼロ債務事業のため令和７年度での前払金、出来高払い金等は発生しない。 

・機材及び資材の搬出入を行う際、必ず区画し必要に応じて交通誘導員を配置すること。 

・機材等は敷地内に確保できるが、監督員と調整すること。 

・全体工程等について、工事着手前に運営者及び監督員と協議すること。 

・停電作業可能な期間については、指定があり、下記の日程のみで行うこと。 

⑴ 令和８年 ８月３１日～令和８年 ９月 ４日 

⑵ 令和８年１０月 ５日～令和８年１０月 ９日 

⑶ 令和８年１２月１４日～令和８年１２月１８日 

 

 第８  安全管理等について 

1 安全管理に配慮した施工計画を練り、利用者を始め第三者の安全を確保できるよう調整を密に行い、 

工事を安全かつ円滑に実施すること。   

2 道路を使用する場合には、法令等に則り施行者の責務において施工を行うものとする。 

3 工程等を調整し施工計画書を工事着手前に提出し、承諾を受けてから着工すること。 
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4 工事に関する手続き（手数料等含む）については、施工者が遅延なく行うものとする。 

5 仮設計画及び工程表を作成し監督員の承諾を得て、施設と打合せをした後に着工すること。 

 

第９ 質 疑 

設計図書等に関する質疑の提出方法、締め切り及び回答日時については「入札に関する質問に 

について」のとおりとする。 

 

第１０ その他 

1 本契約は設計図書での契約となることから、入札契約後、疑義の生じないように設計図書に基づ 

いた積算を行い、疑義のある場合は、あらかじめ質疑を行い見積もること。なお、積算を行う上で

の参考図書として数量内訳書を配布するが、これは設計図書としない。 

     2 資材製造所や下請け業者選定等にあたっては、対応可能な範囲で市内業者の選定に努めること。 

     3 安全管理を重点的に行う必要のある現場であることから、有資格者である主任技術者及び現場代理 

人を適切に配置すること。 

     4 見積もりに際し現地調査を行うこと。ただし、関係施設との日程調整は建築開発課で行うので、担

当に指定日時を確認したうえで現地調査をすること。 

連絡先：建築開発課営繕・住宅担当 直通電話 ０４８－５９４－５５５１ 

   

  

 


